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あろうか。それは、1935年 7月 31日から 8月 13日まで、
内務省の水害査定官が京都に滞在し、水害被害の調査を
行って以降のことである。








































































































































































































の 7 割 5 分を補助するよう要望している  31）。更に、29
日には鈴木知事は再度東上し、内務・大蔵・鉄道の三省
に対して、最高率の国庫補助を要望する「河川改修並に








入問題について調査研究を行っている  34）。同月 14 日の
市会では、浅山市長が 424 万 5,565 円の災害土木復旧費
案を提案し、同案は可決された  35）。更に、市会水害対策
委員会は 8月 24 日から 9月 4 日まで水害復旧計画並び
に河川改修国庫補助について協議し、同月 14 日には全
員協議会を開き、復旧復興計画について再協議している。










述べている。10 月 1 日には、内務省主導で、水害防止
策を樹立する内務・農林・鉄道・逓信・宮内・商工の各
省吏員 60 名から成る協議会を開催し、4つの分科会を






























































































































条件として、最初、① 発電拡充計画、② 鉄管敷設費 150
万円の国庫補助の 2つの条件を内務省に要求するととも
に、地下線施工費 450 万円全額を市が負担し、京阪電鉄
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から報償金を毎年徴収する計画を立てていた。しかし、




















300 万円を要するため、総額 550 万円の起債を得る必要
があった。市はその起債 550 万円を、5箇年起債据置の









せた 7,780kW、横大路火力発電所の 12,000 kW の計
19,780kWで、電気事業の収益は、電気軌道事業が 183































11 月 2 日、帰洛した中村総務部長は「琵琶湖からの供
水量増加は殆ど不可能だ」と会見し、内務省の谷口技術
課長から、常時 300 個の水を増加することは琵琶湖の水



















見区の市有地、横大路沼 10 万坪の埋立による収益 150
万円（1 坪 15 円と査定）と、鴨川改修による廃川敷の
売却金である府からの補助金を主たる財源とし、市の負





そして、11 月 12 日、市村助役、高田土木局長、祝電
気局長の三者で市の最終方針を決定した。それによると、
























画費を総額 590 万円（国庫補助率 7割 5 分、補助額 440
万円）、鴨川災害復旧費を総額 140 万円（国庫補助率平










高野川 130 万円の合計 860 万円で、京阪電鉄地下線工事
費 780 万円のうち、内務省負担の 200 万円は軌道移転費、
府負担執行の 100 万円は都市計画事業の道路費、残りの













































勾配 1/1000 を幅員 70m以上に拡張。
河床を整理し、床止 4個を設置して複断面に
 出典： 「“ 京の生命線 ”加茂川／大改修計画の全貌／あす内務省
と府市の協議会／かくて愈々正式決定」『京都日出新聞』
1935 年 11 月 27 日付夕刊













































































































































遅れること 2 箇月後の 1936 年 1 月中旬のことである。
市の高田土木局長は、地下鉄上面に新設する幅員 7m、
延長 3,000m の舗装された河岸道路の両側に緑樹を植え、
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